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富士市!! 基幹相談支援センターに「委託相談支援事業所」も加わり、 

“官民協働”で運営することになりました。 

 

基幹相談支援センターの役割とは・・・ 

①障害者相談支援事業、成年後見制度支援事業 

②他法において市町村が行うとされる障害者等への 

相談支援業務 

③地域の相談支援従事者に対する助言等の支援者支援 

④自立支援協議会の運営への関与を通じた 

「地域づくり」の業務 

令和７年度 富士市の委託相談支援事業所は・・・ 

６事業所！！ 

・せふりー・くぬぎの里・ゆうゆう・彩り・インクル ・サポートセンターほっと 

※事業所によって、主とする障害種別が異なるため、専門性を生かし対応しています。 

 

委託相談支援事業所として、 

今年度 力を入れて取り組むこと

を２つ紹介☆★ 

１． 富士市内にある特定相談

支援事業所との研修会の

企画・運営。 

２． 特定相談支援事業所 

情報シートの作成 

６月１９日（木）開催 

第３回 富士市☆相談支援連絡会 

テーマ：「相談支援事業所 大集合！！」 

～はじめましての人もいるかも！なかまとつながろう～ 

ほっとが担当となり、研修企画を考え、司会・進行。 

事例を通し、特定相談の動きや計画相談での加算の動き

を紹介。また、計２２の事業所が集合しグループワーク

を行い、日々の業務の紹介や疑問などを話しました。連

絡会の積み重ねが、横のつながりとなり、富士市の計画

相談の充実の機会になりますように～☆ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉施設には毎年、ＢＣＰ（事業継続計画）訓練が義務

付けられています。台風や地震などの自然災害、コロナ等

の感染症蔓延など緊急事態が生じた際、可能な限り事業を

継続し、早急に復旧していけるよう訓練するものです。私

たちの最重要事業とは、利用者の方々の生命と安全を守

り、安心した生活が送れるよう支援を継続していくことで

す。今後も非常事態を想定した研修・訓練に全職員で取り

組んでいきます。                  （ 青木 ） 

日に日に暑くなってきましたね。 

かのんには２年ぶりにツバメがやってきました。 

前回は３羽でしたが、今回はなんと６羽！ 

無事に巣立つことが出来ました。 

毎日みんなでひなの成長を 

楽しみに見守っていたので 

少し寂しいですが… 

また来年も来てくれるといいなぁ。 

いよいよ夏本番！ 

猛暑に負けず作業に励みます！ （ 古賀 ） 

ゆめワーク 

5 月 24 日（土）に「みしま花のまちフェア」と 6 月

7 日（土）「一番町ほたる祭り」があり、販売を行いま

した。花のまちフェアではちんどん屋が会場を盛り上

げてくれ、賑やかなイベントになりました。ほたる祭

りでは、一番町での参加が最後となり、寂しい気持ち

もありましたが、多くの方がプリンやジェラートを買

って下さいました。              （ 本田 ） 

 

 

 

 

 

（ 苗字 ） 

かのん 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

↑ 大規模地震を想定した施設利用者の安否確認訓練の様子 

コーポ狩野 
夕方、皆さんが日中の利用先より帰ってきた頃に、体力づく

りの一環としてラジオ体操を行っています。毎回 4～5 名程の入

居者さんが参加しています。以前も開催していたのですが、中

心となって取り組んでいた方が退所されしばらく休止に。最近

になって復活しました！肩周りが固まってしまい、今はまだ腕

の挙がらない方が殆どですが、いつまでも健康に過ごせるよう、

皆で励んで行きます。             （ 松田 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

なかせ 

沼津市障がい者自立支援協議会 「第 1 回就労専門部

会」に参加しました。今回は「就労支援事業所 PR 紹介」

として、市内の約 40 事業所から PR がありました。沼

津市には現在 60 以上の事業所があり、選択肢が年々増

えています。各事業所の特色を把握し、よりよい情報提

供ができるよう、日々情報のアップデートをしていく必

要があると改めて感じました。        （ 笹原 ） 

ほっと 

りりぶ 
りりぶでは、利用者からの提案による催し物を開催して 

います。今月は利用者からの提案で 6 月 14 日（土）「お茶会」

と銘打ち、日本茶と和菓子による憩いのひと時を設けました。

和菓子は利用者がおすすめのお店の饅頭で安くて美味しく、

参加者からも好評でした。また、普段あまり入れることのな

い「玄米茶」をゆっくりと味わいました。 

右の写真はその時の一コマです。       （ 吉田 ） 

 6 月 12 日（金）法人で行われた新人職員研修会に参加

してきました。「法人としての役割を理解し、職員として

の姿勢を学ぶ」を目的に、理事長等の講和がありました。

その後、法人内にある 3 医療機関を見学。復康会の基本

理念と基本方針に基づき、倫理観と責任感を持って行動

していきたいと思いました。今回の研修を今後の業務に

も活かしていきたいと思います。      （ 綾部 ） 

 

 

 

 

 

（ 苗字 ） 

6 月 5 日（木）ユニバーサル就労相談窓口連絡会に参加

しました。社会福祉協議会が運営するユニバーサル就労支

援センターでは、生活・仕事の困りごとの相談窓口があり、

家計改善・就労準備・引きこもり支援等の取り組みの説明

がありました。後半のワールドカフェ方式のグループワー

クでは、教育・包括・行政等との連携の話も伺いました。

今後も会議やケースを通し、お互いの理解を深め、相談し

合うことでより良い支援に繋げていきたいと感じました。 

（ 望月 ） 

ひまり 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月下旬に「サポートセンターひまり」「ワークショップまごころ」「クリーム・ド・クオ 

ーレ」の事業所が引っ越しいたしました。新住所・新連絡先は上記の通りです。移転にと

もない、今まで掲載していた地図が古い情報になってしまいました。これを機会に地図の掲載を取りやめ、そのス

ペースには、利用者様の書いたイラストや写真などの作品を掲載することといたしました。これからは毎月、皆さ

まの個性あふれる様々な作品たちを、是非お楽しみください！       ふくむすび編集部 

作品名 「出雲大社とマリーゴールド」         作者 Kunny （ゆめワーク） 


